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大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

国際交流委員会委員、人権委員会委員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

4名の本学大学院、他大学大学院受験のための英語の指導を3か月行った。

神戸市外国語大学大学院修士課程、ランカスター大学Diploma課程、リーズ大学修士課程

修士、Diploma、MA

言語学、英語学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

令　和　元　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

英語語法文法学会、日本英語学会、言語学会、日本語用論学会など

メタ表象現象の認知語用論的研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

学部担当科目
英語I
英語II



共著

単著

単著

単著

共著

2019年10月 奈良英語学談話会

奈良英語学談話会

Annual Hawaii
International
Conference on
Education

2019年12月

開拓社2019年9月

奈良英語学談話会2020年3月 pp. 31-51

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

『慣用表現・変則的表現から見
える英語の姿』

奈良大学

奈良大学

①「英語と日本語における証拠
性表現の一側面

②

②

③

④

④

第13章「フィクションのテンスとダイクシ
ス」(po. 226-246)担当

③

ハワイ、ヒルトンコンベンションホール

（学会発表）

2020年1月

①

③

（その他）

②

④

②「証拠性
(evidentiality)/(mirativity)と高
次表意」

①「いわゆる「クジラの公式」をめ
ぐって」

③'Constructing a bilingual
Japanese-English Collocations
dictionary: A Corpus-based
Approach'

④


